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「新・常滑市民病院基本構想（案）」に対するパブリックコメント及び市の考え方  

「新・常滑市民病院基本構想（案）」に関するご意見と市の考え方については、次の

とおりです。なお、ご意見の内容が重複している場合は、まとめて記載してあります。 

ご意見の内容（要旨） 市の考え方 

（１）病院の規模に関するもの【２件】 

①病院全体：１件  

・ 大きな病院、ホテルのような贅沢な設備

を求めるのではなく、必要なものだけを

揃えた機能的な病院にしてほしい。 
 

・ 新病院における病床数は、現行の 300 床

を縮減し、260 床程度を想定しておりま

す。また、建設単価についても、国から示

されております標準的な単価（1 ㎡当たり

25 万円）を目安に想定しており、ご指摘

のとおり、身の丈にあった新病院建設を目

指して参ります。 
 

②診療科：１件  

・ 多くの診療科を備えた大病院ではなく、

市民の医療ニーズに応じた診療科を設置

すべきである。特に脳外科や小児科等は

必要不可欠であるが、民間クリニックで

対応できる診療科は必要ない。 
 

・ 新病院においては、民間クリニックが提供

する一次医療ではなく、より高度な二次医

療の提供を基本とすることを想定してお

ります。診療科については現行を基本と

し、市民の皆様の疾病傾向（総件数、推計

増加数、市外への流失率など）の分析等を

もとに想定していますが、今後において

も、詳細に検討を進めて参ります。 
【新・常滑市民病院基本構想の項目（以下において

同じ）、第２章－２常滑市民の受療動向、第２章－

４医療需要推計、第３章－２－（１）診療科構成】参

照 

 

（２）病院の運営に関するもの【５件】 
①経営：２件  

・ この財政難の中、市民病院を建て直すの

であれば、黒字経営が絶対的な条件にな

ると思う。 
 

・ 経営の健全化は最重要課題であり、合理的

かつ効率的な経営に努め、健全で自立した

経営基盤を確立し、基準内繰入の範囲内で

の黒字経営を目指して参ります。 
【第３章－１－（２）基本方針⑨、第３章－２－（８）

経営の健全化、第３章－９事業収支計画】参照 
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・ 新病院開院までに、市民病院の更なる経

営改善努力によって、医業損失の減少に

努めていただきたい。 
 

・ ご意見のとおり、職員一丸となって、更な

る経営改善に取り組んで参ります。 

②連携：３件  

・ 患者を確保するため、病院・医師の分業

や連携を十分に検討する必要がある。 
 

・ ご意見のとおり、適切な役割分担を実現

し、連携の強化に努めて参ります。 
【第３章－２－（４）連携】参照 

 

・ 整形外科や産科については難しいと思い

ますが、他の診療科については、半田病

院との連携を密にし、どこまで出来るか

（どの程度の診療等に対応できるか）公

開すべきである。 
 

・ ご意見のとおり、近隣の医療機関、特に半

田病院との連携を密にし、可能な限り、役

割分担を明確にした上で、市民の皆様にお

伝えするよう努めて参ります。 

（３）政策的医療に関するもの【１３件】 
①基本理念：２件  

・ 基本理念として、３つのコミュニケーシ

ョンが挙げられているが、①の「顧客コ

ミュニケーション」は「市民コミュニケ

ーション」の方がストレートでわかりや

すい。 
 

・ 本構想（案）の作成段階において、かなり

の議論があり、ご意見のとおり「市民コミ

ュニケーション」が良いのではないかとの

意見もありましたが、市民病院における入

院患者の約 2 割は市外の方であり、100 人

会議において「市民病院」という名前が閉

鎖的であるとのご意見も考慮し、「顧客」

とさせていただきました。しかし、ご指摘

を踏まえ、新病院開院までの間、再度検討

して参りたいと思います。 
 

・ 基本理念において、３つのコミュニケー

ションが挙げられているが、②の「スタ

ッフコミュニケーション」を敢えて挙げ

る必要があるのか。 
 

・ 基本理念であります「コミュニケーション

日本一の病院」を実現するため、具体的な

取り組み項目としてあげたものであり、病

院全体が、一つのチームとして機能するた

めにも、スタッフ間におけるコミュニケー

ションは、さらに充実させる必要があると

考えています。 
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②主要機能及び特徴：２件  

・ 高齢者医療について、16 ページ（３）の

市民アンケートに関して、対象が 80 歳以

上の人が外れていることや、回答方法が

自記式郵送による回答であることから、

返信が困難な高齢者の意見が反映されて

いない可能性がある。回収率は 48.7％で

あるが、年齢階級別の回収率はどうだっ

たのか。 

 

・ 25 ページ（３）将来人口推計に関して、

H28 年をピークに高齢者人口が減少する

とある。しかし、26 ページのグラフにも

あるように75歳以上の人口はH38年まで

増加する。また、独居、あるいは老老介

護世帯についての考察がない。以上から

感じることは、10 ページ、12 ページでは

高齢者人口が多いと指摘しているにもか

かわらず、新病院が開院した後も増加し、

よりケアが必要になるであろう高齢者、

特に後期高齢者に対して、新病院として

どう対応するのかという考察が弱いと感

じられた。 

 

・ また、常滑の重要な保健医療の課題であ

る高齢者医療のオーダーが低いと考え

る。（１）４疾病５事業、（２）救急医療、

（３）高齢者医療としてはどうか。その

方が（４）連携にもうまくつながる。 
 

・ ご意見のとおり、市民アンケートの対象に

80 歳以上の方は含まれておりませんが、

年齢階級別の回収率については、70～79
歳が 54％、60～69 歳が 64％、50～59 歳

が 55％、40～49 歳が 48％、30～39 歳が

40％、20～29 歳が 31％であり、特に高齢

者の回収率が低いということはありませ

んでした。 
 
・ ご意見を踏まえ、これまで以上に市福祉部

や介護施設等との連携を強化し、高齢者に

対する適切な医療の確保に努めて参りま

す。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ ご意見のとおり、修正いたします。 
【第３章－２主要機能及び特徴】に反映 

 

・ 「（６）患者・家族にやさしい病院」にお

いて、③で女性外来に触れているが、医

師確保が困難なことがこれだけ議論され

る中、又、運営の効率化が議論される中

で、本当に検討が必要なのか疑問が残る。 
 

・ ご意見のとおり、医師（女性）確保につい

ては、困難な状況ではありますが、100 人

会議による要望も多いことから、是非、確

保に向けて努力したいと考えております。 
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③周産期医療：７件  

・ 経営の観点から、産科は必要ないかもし

れないが、若い世代や市の将来のために

対応してほしい。 
 
・ 現在、市内ではお産が出来ない状態であ

り、非常に困っています。新病院では、

あって当然ですが、現病院でも再開を望

みます。 
 
・ 産科医師は特に不足していると耳にしま

すが、将来の医師確保を想定し、設備だ

けでも整備してほしい。 
 

・ 80 億円の予算内で関係施設が整備できる

のであれば、整備について賛成である。

民間クリニック等の誘致は、市立半田病

院との連携の構築した後に、誘致するの

であれば賛成である。 

・ 市内には出産できる医療機関がなく、新病

院建設にあたっては、要望が強いところで

す。しかしながら、複数の産科医師の確保

は非常に困難な状況です。新病院は、現在

及び将来の市民の経済的負担により建設

されることから、経営の観点も重要である

と考えており、この点で使われない産科専

用施設を整備するのは、かなりの負担にな

ります。また、新病院に産科を開設する場

合、普通分娩だけに対応することで、市民

（患者）の皆様の納得を得られるかについ

ても、疑問が残ります。そのようなことを

総合的に考慮した結果、基本構想（案）に

示されたとおり、産科については、「対応

しない」としたいと考えております。ただ

し、当市における産科の必要性について

は、十分認識しておりますので、民間産科

クリニック等の誘致を検討して参ります。 
 

④特定感染症病床：１件  

・ 特定感染症病床に関しては、他疾患への

活用が可能かどうか検討・確認が必要で

ある。不可能な場合の要・不要、要とし

た場合は維持費等の検討が必要である。 

・ 特定感染症病床については、不測の事態に

備える必要があるため、原則として、他の

疾患への活用は考えておりません。しか

し、空港直近病院としての責務に鑑み、必

要と考えております。また、維持管理費に

ついては、国から一定の補助金があると聞

いております。 
 

⑤市民債：１件  

・ 市民出資を考えているのであれば、事例

等も含めて、説明が必要である。 
 

・ 他市（他病院）の事例などを詳細に検討し、

今後、市民の皆様に十分なご説明をさせて

いただくと共に、ご協力をお願いして参り

ます。 
【第３章－２－（７）市民に支えられる市民病院④】

参照 
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（４）施設整備に関するもの【４件】 
①院内保育：２件  

・ 働きやすい環境を整備するためにも、院

内保育をされてみてはどうか。また、合

わせて病児保育も導入してはどうか。 
 

・ 病院スタッフ確保の観点からも、院内保育

については、積極的に取り組んで参りま

す。また、病児保育についても、今後検討

して参ります。 
 

②プレイルーム：１件  

・ 外来部門における、プレイルームを託児

施設と解釈すると、様々な感染症を持ち、

あるいは感染を受けることもある小児

を、病院内に受け入れることは最小限に

した方がよく、そのような同伴してきた

小児を院外（例えば児童館のような施設

など）で面倒をみてくれる施設がある方

がベターではないか。 

・ 外来部門におけるプレイルームは、将来的

な託児スタッフの確保のもと、託児として

活用する可能性もありますが、あくまで

も、待ち時間対策の一環として、整備する

ものであります。ただし、ご指摘のような、

小児における感染症予防の観点からも、プ

レイルームの整備には、その設置場所や動

線に十分な配慮が必要になりますが、その

一方で子供を同伴した患者からのニーズ

もあることから、今後は、ご意見を踏まえ

て、検討して参ります。 
【第３章－２－（６）患者・家族にやさしい病院、第３

章－４部門計画】参照 

 
③お風呂・トイレ：１件  

・ 院内のお風呂やトイレなどは、とにかく

バリアフリーで整備をお願いします。 
・ ご意見のとおり、お風呂やトイレなども含

めて、病院全体について、ユニバーサルデ

ザインを基本とし、どなたでも利用しやす

い施設（設備）となるよう取り組んで参り

ます。 
【第３章－８建設整備計画①】参照 

 
（５）交通アクセスに関するもの【２件】 
・ 新病院へのアクセス確保は、絶対条件で

ある。特に市の南部と北部については、

配慮が必要である。 

・ 病院へのアクセス確保のために、市内循

環バスを運行させてください。 

・ ご意見のとおり、交通弱者の病院へのアク

セス確保については十分配慮し、今後、検

討して参ります。 

【第３章－２－（３）高齢者医療⑥】参照 
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（６）その他【９件】 
・ 財政難な今こそ、医療に関して市民の理

解・協力が得られなければ、市民病院の

継続・維持は難しいと思う。 
 

・ ご意見のとおり、市民の市民病院への関心

を高め、市民に支えていただける新病院建

設を目指して参ります。 
【第３章－２－（７）市民に支えられる市民病院】参

照 

・ 救急医療の運営等のため、医師の確保を

全力で遂行していただきたい。 
・ 医師の確保については、厳しい状態が続い

ておりますが、魅力ある新病院づくりを通

じて、今後とも努力して参ります。 
 

・ 新病院の建築・医療機器は、予算の 80 億

円以内で、計画通りの整備を目指してほ

しい。 
 

・ ご意見のとおり、予算範囲内での確実な事

業実施に取り組んで参ります。 
 

・ 基本構想（案）において、例えば 33 ペー

ジ（２）における「尿路性器系の疾患」

は、正しくは「腎尿路性器系の疾患」で

はないか。また、②の平成 22 年度におけ

疾患について、「尿路性器系の疾患」が抜

け落ちていないか。さらに、疾病分類の

番号はローマ数字（例：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）で

はないか。 
 

・ ご指摘のとおり、追加・訂正いたします。 
【第２章－２常滑市民の受療動向、第２章－４医療

需要推計】における該当箇所を追加・訂正 

・ 予防医療を含めた健康セミナー等、人を

呼ぶイベントも検討したらどうか。 
 

・ ご意見のような「健康セミナー」の開催や、

地域に開かれ、市民の皆様に親しんでいた

だける「病院祭」などのイベント等を検討

して参ります。 
【第３章－１－（１）基本方針①、第３章－２－（４）

連携④ア】参照 

・ 医師、看護師、検査スタッフ、清掃員等

を含めて、患者が気持ちよく受診できる

ような雰囲気づくりが大事である。 
 

・ 職員に対する研修等を充実し、患者サービ

スの向上に努めて参ります。 

・ 市民病院は、必要であると思う。 

 

・ 地域のニーズに的確に応えた医療サービ

スを提供するため、又、災害対策拠点とし

ての機能を果たすためにも、可能な限り早
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期に、新病院を建設することが必要である

と考えています。 

 

・ 今の常滑市には贅沢品かもしれないが、

なくなったら、本当に困ります。立派な

病院にしてください。 

 

・ 救急搬送の数をみても、市民病院は知多医

療圏において、重要な役割を果たしていま

す。今後も、地域医療を担う中核病院とし

て、市民、地域社会に貢献できる新病院と

なるように取り組んで参ります。 

 

・ 素晴らしい新病院が建設され、効果的に

運営されますことを祈念しております。 

・ 市民の皆様の新病院への想いや期待に沿

えるように、今後も取り組んで参ります。 

 

 
 


